
東北と総合建設業特集

住み慣れた住まいや市街地を離れ高台に移転する。
防潮堤・嵩上げ・高台避難の多重防御の考え方を、どう実現していくのか。
新しい住宅や公共施設、産業施設はいつから稼働するのか。
被災地の新しいまちづくりの現状をトレースし、
岩手県宮古市田老地区のまちづくりの現場を取材する。

津波に強い
安全安心なまちが、
カタチを現し始めた

まちづくり
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東北と総合建設業

東日本大震災
復興MAP

災害公営住宅整備事業
被災 3 県の計画戸数の 2 割強にあたる約 5,900 戸を整備予定

うち 40 地区 1,785 戸が完成済み

復興市街地整備事業
22 地区約 1,300ha で事業受託

土地区画整理事業は総面積の 6 割強を支援

UR都市整備機構が取り組む復興支援MAP2015を基に作成　※データは平成27年12月1日時点

　

東
日
本
大
震
災
以
降
の
東
北
三
県
に

お
け
る
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
基
軸
と
な

っ
て
い
る
の
が
、
被
災
地
の
自
治
体
と

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
（
Ｕ

Ｒ
）、
そ
し
て
建
設
業
界
か
ら
な
る
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
Ｕ
Ｒ
は
震
災
翌

年
以
降
二
二
の
県
市
町
か
ら
要
請
を
受

け
協
力
協
定
を
締
結
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
ま
ち
づ
く
り
を
主
導
し
て
い
る
。

そ
の
二
本
柱
と
な
る
の
が
、「
復
興
市

街
地
整
備
事
業
」
と
「
災
害
公
営
住
宅

整
備
事
業
」
だ
。
前
者
は
、
津
波
の
被

害
を
受
け
た
地
区
に
お
け
る
高
台
移
転

や
、
嵩
上
げ
な
ど
の
造
成
工
事
な
ど
を

行
う
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
や
土
地

区
画
整
理
事
業
、
後
者
は
市
民
が
安
心

し
て
住
む
こ
と
の
で
き
る
住
宅
の
建
設

が
主
た
る
使
命
に
な
る
。
Ｕ
Ｒ
震
災
復

興
支
援
室
の
佐
分
英
治
室
長
に
お
話
を

伺
っ
た
。「
最
初
に
市
街
地
整
備
、
住
宅

建
設
に
関
わ
る
基
本
設
計
を
行
い
、
地

権
者
と
の
調
整
、
建
設
会
社
へ
の
工
事

発
注
、
施
工
監
理
ま
で
を
担
っ
て
い
ま

す
。
整
備
さ
れ
た
用
地
や
イ
ン
フ
ラ
は

工
事
が
完
了
し
た
地
区
か
ら
段
階
的
に
、

産
官
民
の
調
整
役
と
し
て

復
興
整
備
を
進
め
る

住
宅
は
完
成
後
に
一
括
し
て
自
治
体
に

引
き
渡
し
ま
す
」。
そ
の
事
業
規
模
は
、

土
地
区
画
整
理
事
業
を
例
に
取
る
と
、

面
積
に
し
て
約
一
、一
二
〇
㌶
、
東
北

三
県
に
お
け
る
被
災
地
の
六
割
強
に
Ｕ

Ｒ
が
携
わ
っ
て
い
る
。「
今
年
度
内
に

四
分
の
一
、
来
年
度
に
は
一
気
に
半
分

以
上
の
土
地
を
引
き
渡
せ
る
よ
う
日
々

奮
闘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」
と
話
す
。

　

地
元
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
よ
り

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

行
政
。
技
術
者
の
威
信
に
か
け
て
復
興

に
取
り
組
む
建
設
業
界
。
そ
し
て
何
よ

り
も
そ
の
日
を
待
ち
望
む
住
民
。
Ｕ
Ｒ

は
「
ま
ち
づ
く
り
の
プ
ロ
集
団
」
と
し

て
三
者
を
つ
な
ぐ
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

　

Ｕ
Ｒ
の
事
業
フ
レ
ー
ム
は
前
述
し
た

通
り
市
街
地
整
備
と
住
宅
建
設
の
二
つ

Ｃ
Ｍ
方
式
で
復
興
事
業
の

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る独立行政法人

都市再生機構
震災復興支援室　室長

佐分英治
Eiji Sawake

いわき市

93ha復興市街地整備事業

新地町

30戸災害公営住宅整備事業

桑折町

47戸災害公営住宅整備事業

多賀城市

532戸災害公営住宅整備事業

山田町

91ha復興市街地整備事業

233戸災害公営住宅整備事業

大槌町

40ha復興市街地整備事業

241戸災害公営住宅整備事業

釜石市

85ha復興市街地整備事業

155戸災害公営住宅整備事業

大船渡市

36ha復興市街地整備事業

227戸災害公営住宅整備事業

陸前高田市

299ha復興市街地整備事業

269戸災害公営住宅整備事業

宮古市

69ha復興市街地整備事業

野田村

13ha
土地区画整理事業
コーディネート業務完了

福 島 県

鏡石町
復興まちづくり事業計画
策定業務完了

753戸災害公営住宅整備事業

宮 城 県

名取市

100戸災害公営住宅整備事業

岩 手 県
塩竈市

355戸災害公営住宅整備事業

東松島市

120ha復興市街地整備事業

477戸災害公営住宅整備事業

女川町

272ha復興市街地整備事業

561戸災害公営住宅整備事業

石巻市

26ha復興市街地整備事業等

436戸災害公営住宅整備事業

気仙沼市

75ha復興市街地整備事業

1033戸災害公営住宅整備事業

南三陸町

111ha復興市街地整備事業

432戸災害公営住宅整備事業

大熊町
大川原復興拠点の
基本設計業務実施中

ま ち づ くり 編

須賀川市

3ha
市街地再開発事業
コーディネート中

※災害公営住宅の表記戸数は調査、建設中を含む
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宮
古
市
田
老
地
区

し
て
い
ま
す
」
と
語
る
。
仕
様
書
に
は

な
い
業
務
だ
が
、
Ｕ
Ｒ
に
と
っ
て
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
形
成
は
重
要
で
あ
る
と
の
考

え
か
ら
、
現
在
も
こ
の
取
組
み
を
鋭
意

継
続
し
て
い
る
。

　

昨
年
十
一
月
二
十
二
日
、
宮
古
市
の

田
老
地
区
で
「
ま
ち
び
ら
き
」
の
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
佐
分
室
長
も
こ

の
日
を
待
ち
わ
び
て
い
た
一
人
だ
。

「
田
老
地
区
は
市
街
地
整
備
事
業
が
い

よ
い
よ
完
了
、
新
し
い
町
の
礎
と
な
る

土
地
を
い
ち
早
く
地
元
に
お
返
し
す
る

こ
と
が
で
き
た
事
例
で
す
」
と
笑
顔
を

見
せ
る
。
宮
古
市
と
復
興
整
備
事
業
に

関
わ
る
協
力
協
定
を
結
ん
だ
の
は
平
成

二
十
四
年
の
四
月
。
こ
の
三
年
半
で
得

ら
れ
た
貴
重
な
知
見
と
被
災
者
の
目
線

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
Ｕ
Ｒ
は
今
後
の
復

興
事
業
を
加
速
さ
せ
て
い
く
。

こ
の
方
式
が
な
か
っ
た
ら
こ
れ
ほ
ど
の

速
さ
で
事
業
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
は
難

し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
佐
分
室
長

は
語
る
。

　

復
興
ま
ち
づ
く
り
は
概
ね
予
定
通
り

進
ん
で
い
る
。
し
か
し
佐
分
室
長
は
、

そ
れ
は
整
備
す
る
側
の
視
点
で
し
か
な

い
と
考
え
て
い
る
。「
震
災
か
ら
五
年

近
く
経
ち
ま
し
た
が
、
我
々
は
被
災
者

の
目
線
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
う

ん
で
す
。
被
災
者
の
方
々
は
、
仮
設
住

宅
で
長
期
間
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら

れ
て
い
ま
す
」。
そ
の
思
い
は
、
用
地
や

住
宅
を
引
き
渡
し
た
後
の
Ｕ
Ｒ
の
取
組

み
に
も
現
れ
て
い
る
。
テ
ー
マ
と
し
て

取
り
上
げ
た
の
は
新
た
な
土
地
、
空
間

に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
だ
。

被
災
者
は
何
年
も
仮
設
住
宅
で
暮
ら
し
、

そ
こ
で
新
た
な
人
間
関
係
を
構
築
し
た

と
こ
ろ
で
再
び
移
転
す
る
こ
と
に
な
る
。

「
東
北
の
三
陸
沿
岸
部
で
被
災
さ
れ
た

方
は
、
必
ず
し
も
『
集
合
住
宅
』
で
の

生
活
に
馴
染
み
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
復
興
住
宅
で
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー

を
通
し
て
住
む
方
々
同
士
の
交
流
を
促

だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
掌
は
広
範
囲
に

わ
た
る
。「
私
ど
も
は
か
つ
て
大
都
市

圏
の
住
宅
・
宅
地
供
給
を
目
的
と
し
て

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発
、
集
合
住
宅
の

建
設
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
宅
地
造

成
計
画
の
立
案
か
ら
、
建
設
工
事
ま
で

を
自
ら
の
手
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
経
験
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
い
ま
、
最
大

限
に
活
用
し
て
い
ま
す
」
と
佐
分
室
長

は
話
す
。

　

こ
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
と

し
て
採
用
さ
れ
た
の
が
コ
ン
ス
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｃ
Ｍ
）
方
式

だ
。
事
業
計
画
立
案
と
基
本
設
計
な
ど

は
Ｕ
Ｒ
で
行
う
。
そ
の
後
に
続
く
調
査
、

測
量
か
ら
実
施
設
計
、
施
工
ま
で
、
従

来
段
階
的
に
発
注
さ
れ
て
い
た
業
務
を

一
括
し
て
施
工
者
の
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
Ｃ
Ｍ
Ｒ
）
に
委

ね
る
。
大
く
く
り
に
発
注
す
る
こ
と
で
、

施
工
方
法
の
選
択
、
資
機
材
の
調
達
な

ど
の
手
続
き
業
務
が
シ
ン
プ
ル
に
な
り
、

大
幅
な
工
期
短
縮
を
実
現
で
き
た
。

「
我
々
が
得
意
と
す
る
都
市
計
画
の
立

案
、
そ
れ
に
関
わ
る
地
元
と
の
合
意
形

成
と
い
っ
た
調
整
力
と
、
ゼ
ネ
コ
ン
が

保
有
す
る
圧
倒
的
な
調
達
能
力
、
施
工

技
術
を
最
大
限
に
活
か
せ
る
図
式
で
す
。

被
災
者
の
目
線
に
立
っ
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る

　
「
津
波
太
郎
」。
古
来
、
幾
度
と
な
く

津
波
被
害
に
苛
ま
れ
て
き
た
宮
古
市
田

老
地
区
は
こ
の
異
名
で
呼
ば
れ
て
き
た
。

　

死
者
九
一
一
名
を
出
し
た
昭
和
八
年

の
「
昭
和
三
陸
地
震
」
以
降
、
田
老
は

本
格
的
な
津
波
対
策
を
開
始
す
る
。

「
山
を
切
り
開
い
て
高
台
に
移
転
す
る

と
い
う
構
想
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

「
Ｘ
字
型
」
の
防
潮
堤
が
完
成
し
た
。
世

界
で
も
類
を
見
な
い
防
災
事
業
は
大
き

な
関
心
を
集
め
、
海
外
か
ら
も
視
察
団

が
訪
れ
た
。

　

平
成
十
五
年
、
田
老
は
「
津
波
防
災

の
町
宣
言
」
を
行
い
、
防
災
都
市
と
し

て
全
国
に
名
を
馳
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
田
老
地
区
が
東
日
本
大
震
災
で
、

再
び
津
波
の
災
禍
に
見
舞
わ
れ
る
。
田

老
地
区
だ
け
で
死
者
・
行
方
不
明
者
は

一
八
一
名
、建
物
の
被
害
は
一
、六
九
一

棟
に
及
ん
だ
。
宮
古
市
田
老
総
合
事
務

所
の
齊
藤
清
志
主
査
は
当
時
の
様
子
を

こ
う
語
る
。「
地
震
発
生
直
後
に
市
民

は
防
潮
堤
に
防
御
さ
れ
た
公
民
館
な
ど

に
避
難
し
ま
し
た
が
、
津
波
が
防
潮
堤

を
越
え
て
き
た
の
を
見
て
こ
れ
は
大
変

だ
と
、
慌
て
て
高
台
に
駆
け
上
が
り
ま

し
た
」。
津
波
が
あ
の
防
潮
堤
を
越
え

海
洋
土
木
史
に
残
る

「
万
里
の
長
城
」で

津
波
か
ら
ま
ち
を
守
る

東
日
本
大
震
災
で
再
び
津
波
に

襲
わ
れ
た「
津
波
防
災
の
町
」

宮古市都市整備部
都市計画課　復興まちづくり
推進室　主任技師

花坂真吾
Shingo  Hanasaka

2011年4月10日の田老地区。津波は防潮堤を乗り越え、市街地を呑み込んだ。

上/昭和三陸地震の津波で被災した田老地
区には、国から高台移転による復興計画が
示されたが、田老はより現実的な防潮堤建
設を決断する。
下/1930年代から70年代にかけて段階的
に整備されてきたX字型の防潮堤は、まち
を守る世界的にも類を見ない構造物として
絶大な信頼を得てきた。

災害公営住宅の集会所を利用して、
コミュニティ形成の支援を行っている

（提供：独立行政法人都市再生機構）。

CM方式について

予
算
や
技
術
面
で
の
課
題
が
多
く
、
結

局
、
高
さ
一
〇
㍍
、
延
長
一
、三
五
〇
㍍

の
防
潮
堤
で
ま
ち
を
防
護
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。「
く
の
字
型
」
の
防
潮
堤

（
左
図
赤
線
部
分
）
は
、
押
し
寄
せ
る
津

波
を
左
右
に
逃
が
す
構
造
に
な
っ
て
い

ま
し
た
」
と
教
え
て
く
れ
た
の
は
宮
古

市
都
市
計
画
課
の
花
坂
真
吾
主
任
技
師

だ
。
こ
の
一
期
工
事
は
昭
和
三
十
三
年

に
完
工
し
た
が
、
そ
の
後
、
昭
和

五
十
四
年
ま
で
に
く
の
字
の
堤
体
が
延

長
さ
れ
、「
万
里
の
長
城
」
と
称
さ
れ
る

工事実施体制 換地等実施体制

建設
コンサルタント等
請負契約

補償

計画

換地調
査
会
社

測
量
会
社

設
計
会
社

建
設
会
社

（
地
域
外

 

と
の
Ｊ
Ｖ
）

建
設
会
社

建
設
会
社

（
地
元
活
用
）

CMR（コンストラクションマネージャー）
工事の施工に係る調整、設計や施工方法の提案、

施工に関するマネジメントを実施

建
設
会
社

建
設
会
社

（
地
元
活
用
）

設
計
会
社

調
査
会
社

調査・設計 工事施工 工事施工調査・設計

早期整備エリア 次期整備エリア

CM契約（請負）

東北と総合建設業

UR都市機構 事業地区（事業計画・換地・補償・工事）の総合調整等

協力協定締結

市町村

宮古市
田老地区

ま
ち
づ
く
り

の

CM方式とは？
発注者の補助者・代行者であるCMR（コンス
トラクションマネージャー）が、技術的な中立
性を保ちつつ発注者の側に立って、設計の検
討や工程、品質、コストの管理など、各種の
マネジメント業務を行う方式のこと

❶�複数工事の大くくり化により、
契約手続きの簡素化・期間短縮

❷�全国から職人・資材・重機を 
早期確保

❹�オープンブック方式により、 
透明性と地元専門事業者など
の参入確保

❸�民間ノウハウ活用により、 
工期短縮

特長

UR PRESS vol.33を基に作成
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る
わ
け
が
な
い
と
い
う
過
信
が
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
津
波
は
高
さ
三
〇

㍍
の
高
台
に
迫
る
勢
い
で
押
し
寄
せ 

た
。
ま
た
、
全
体
の
九
割
に
あ
た
る
八 

五
〇
隻
の
漁
船
も
流
出
し
、
一
つ
の
ま

ち
が
ま
さ
に
海
に
呑
ま
れ
た
瞬
間
だ
っ

た
。

　

宮
古
市
は
震
災
後
三
カ
月
足
ら
ず
で

復
興
に
向
け
た
基
本
方
針
を
策
定
す
る
。

そ
の
基
本
方
針
と
こ
れ
を
踏
ま
え
た
復

興
計
画
に
基
づ
い
て
詳
細
な
ま
ち
づ
く

り
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。「
最
も
重
視

し
た
の
は
市
民
の
合
意
形
成
で
す
。
ま

ち
づ
く
り
の
検
討
会
で
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
た
く
さ
ん
の
意
見
や
提
言
を
寄
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
ひ
と

つ
に
耳
を
傾
け
、
市
民
と
と
も
に
議
論

を
深
め
る
こ
と
で
提
案
を
よ
り
現
実
的

な
計
画
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た

ん
で
す
」
と
花
坂
主
任
技
師
は
話
す
。

　

そ
う
し
て
策
定
さ
れ
た
田
老
に
お
け

る
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
二
つ

の
事
業
に
大
別
さ
れ
た
。
一
つ
は
市
街

地
を
嵩
上
げ
し
て
新
た
な
宅
地
、
産
業

用
地
を
集
約
す
る
「
土
地
区
画
整
理
事

業
」、
そ
し
て
も
う
一
つ
は
北
側
の
三

王
団
地
地
区
に
住
宅
地
を
造
成
し
て
移

転
を
促
す
「
防
災
集
団
移
転
促
進
事

業
」
だ
。
両
事
業
と
も
昨
年
中
に
ほ
ぼ

完
了
、
新
た
な
宅
地
は
市
民
に
引
き
渡

さ
れ
、
す
で
に
住
宅
の
建
設
が
始
ま
っ

て
い
る
。

　

岩
手
県
の
事
業
計
画
で
防
潮
堤
の
ス

ペ
ッ
ク
が
示
さ
れ
る
と
田
老
の
ま
ち
づ

く
り
は
よ
り
具
体
的
に
な
っ
た
と
話
す

の
は
都
市
計
画
課
の
中
村
晃
課
長
だ
。

海
側
に
高
さ
一
四
・
七
㍍
の
第
一
線
堤

を
新
た
に
築
き
、
津
波
を
受
け
止
め
る
。

さ
ら
に
既
存
の
防
波
堤
を
改
修
し
て
第

二
線
堤
と
し
、
住
宅
地
へ
の
浸
水
を
減

衰
す
る
計
画
だ
。「
こ
の
二
線
堤
方
式

で
ま
ち
と
市
民
の
命
を
守
る
こ
と
が
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
で
す
。
国
道
と
そ
の

西
側
の
住
宅
地
も
今
回
と
同
規
模
の
津

波
で
も
安
全
が
担
保
さ
れ
る
よ
う
嵩
上

げ
し
、
一
帯
に
は
避
難
路
を
整
備
し
ま

し
た
。
市
と
県
、
国
と
い
っ
た
行
政
、

そ
し
て
市
民
が
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯

や
っ
た
か
ら
こ
そ
、
田
老
の
早
期
復
興

は
成
し
遂
げ
ら
れ
た
ん
だ
と
思
い
ま

す
」
と
中
村
課
長
は
振
り
返
る
。

　

ま
ち
の
西
側
で
は
三
陸
沿
岸
道
路
の

建
設
が
始
ま
っ
て
い
る
。
田
老
は
そ
の

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
挟
ま
れ
る
地
区

だ
。「
ハ
ー
フ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

な
の
で
乗
り
降
り
が
片
側
に
制
限
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
を
逆
手
に
と
れ
ば
、
車
を

町
中
に
呼
び
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
ま

ち
全
体
を
『
道
の
駅
』
に
し
よ
う
と
。

賑
わ
い
の
創
出
が
田
老
の
こ
れ
か
ら
の

住
民
と
の
対
話
で

生
み
出
し
た
復
興
プ
ロ
セ
ス

復
興
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

と
な
っ
た
防
潮
堤

宮古市都市整備部
都市計画課　課長

中村 晃
Akira  Nakamura

多重防御のまちづくりで
津波から住民の命を守る

市街地嵩上げの概念図（土地区画整理事業）

市街地地区住民の移動経
路、避難動線を確保するた
め、幅員4mの特殊道路を
整備する。

避難道路
再整備

海側の防潮堤は14.7mの
高さで新たに整備する。百
年に一度といわれるL1規
模の津波を想定している

防潮堤（第一線堤）
線形変更

国道45号は山側にルート
を変更し、2mほど嵩上げ
した。山側への浸水を抑止
する機能を兼ねる。

国道45号
嵩上げ

宮古中央から田老を結ぶ全
長21kmの自動車専用道
路、宮古田老道路（三陸沿
岸道路）の建設も進む。

復興道路
新設

70mほど陸側にある既存
の第二線堤は70cmほど沈
下したため上部工事を施し
10mの高さに戻した。

防潮堤（第二線堤）
波返し再整備

国道45号の西側も嵩上げ
し、この地区での生活を希
望する声に応え、住宅地や
公共施設を配置する。

住宅地
嵩上げ

1

3

5 2

4

6

メガソーラー

農地復旧

住宅系用地
計画高=9.0〜10.0ｍ

公共施設用地
計画高=20.0〜30.0ｍ

災害公営住宅
計画高=41.0〜48.0ｍ

津波遺構
たろう観光ホテル

野球場

海岸保全施設等整備事業1

第一線堤 T.P＋14.7ｍ

海岸保全施設等整備事業2

第二線堤 T.P＋10.0ｍ

国道整備事業（付替え）3

三陸沿岸道路の整備6

土地区画整理事業4 5

津波避難路等整備事業等

防災集団移転促進事業

三王団地地区計画高=40.0〜60.0ｍ

災害公営住宅整備事業

14.7m10m2m

国道
45号 災害危険区域

海

第二線堤
第一線堤

田老
第1IC

至田老
第2IC

道の駅
（田老観光交流・物産センター）
計画高=4.4〜4.6m

東北と総合建設業
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東北と総合建設業

テ
ー
マ
と
な
り
ま
す
」
と
中
村
課
長
は

語
る
。
宮
古
市
田
老
地
区
は
す
で
に
ま

ち
の
復
興
の
先
に
あ
る
「
未
来
」
に
思

い
を
馳
せ
て
い
る
。

　

田
老
地
区
北
側
の
山
あ
い
に
広
大
な

住
宅
地
が
出
現
し
た
。
二
五
・
六
㌶
、

一
六
一
区
画
の
三
王
団
地
の
住
宅
用
地

だ
。
造
成
は
平
成
二
十
五
年
六
月
に
始

ま
っ
た
。
山
を
切
り
一
〇
〇
万
立
方
㍍

と
い
う
東
京
ド
ー
ム
の
容
積
に
匹
敵
す

る
土
を
動
か
し
て
住
宅
地
と
な
る
キ
ャ

ン
バ
ス
を
つ
く
り
上
げ
た
。
工
期
を
半

年
ほ
ど
前
倒
し
し
、
昨
年
十
月
か
ら
家

屋
の
基
礎
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る
。
市

街
地
の
整
備
と
合
わ
せ
こ
の
高
台
の
造

成
を
担
っ
た
、
た
ろ
う
ま
ち
づ
く
り
Ｊ

Ｖ
の
斉
藤
広
所
長
（
鹿
島
建
設
）
に
お

話
を
聞
い
た
。「
通
常
な
ら
四
、五
年
は

か
か
る
事
業
規
模
で
す
。
そ
れ
を
大
幅

に
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
や
は

り
Ｃ
Ｍ
方
式
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

事
業
主
体
で
あ
る
宮
古
市
、
発
注
者
の

Ｕ
Ｒ
、
そ
し
て
建
設
業
界
が
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
ん
だ
賜
物
で
し
ょ
う
」。

三
者
は
週
一
回
必
ず
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

市
街
地
嵩
上
げ・高
台
移
転

と
い
う
二
つ
の
選
択
肢

行
い
工
程
を
確
認
、
課
題
を
洗
い
出
し

て
そ
の
場
で
解
決
策
を
見
出
し
、
計
画

を
更
新
し
続
け
た
。
施
工
者
が
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
担
う
こ
と
で
施
工
を
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
斉

藤
所
長
は
語
る
。

　

設
計
が
終
わ
っ
た
部
分
か
ら
工
事
に

着
手
す
る
フ
ァ
ス
ト
ト
ラ
ッ
ク
方
式
も

大
き
な
武
器
に
な
っ
た
。「
通
常
な
ら

一
年
は
か
か
る
実
施
設
計
を
待
た
ず
に
、

現
場
で
判
断
し
て
必
要
な
と
こ
ろ
か
ら

着
手
で
き
ま
す
。
Ｃ
Ｍ
方
式
、
フ
ァ
ス

ト
ト
ラ
ッ
ク
方
式
は
工
期
短
縮
に
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
し
た
ね
」。

　

だ
か
ら
こ
そ
斉
藤
所
長
は
工
期
を
通

し
て
「
問
題
点
を
顕
在
化
さ
せ
る
努

力
」
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
手
戻
り
は

絶
対
に
許
さ
れ
な
い
。
発
注
者
か
ら
作

業
員
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
抱
え

る
懸
念
材
料
は
す
べ
て
明
ら
か
に
し
、

全
員
で
解
決
策
を
検
討
し
た
。「
全
員

が
同
じ
土
俵
で
仕
事
を
し
て
い
る
と
い

う
認
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。
発
注
者
も

含
め
、
同
じ
目
的
を
持
っ
た
共
同
体
と

い
う
よ
う
な
感
覚
が
あ
り
ま
す
」
と
斉

藤
所
長
は
話
す
。

　

工
事
を
始
め
る
時
、
斉
藤
所
長
は
被

災
し
た
市
民
と
二
つ
の
約
束
を
し
た
。

一
つ
は
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
た
施
工
、

そ
し
て
二
つ
目
は
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

宅
地
の
提
供
だ
。
市
民
や
地
元
業
者
の

協
力
に
よ
っ
て
そ
の
約
束
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
た
と
安
堵
の
表
情
を
見
せ
る
。

　

着
工
直
後
か
ら
幾
度
と
な
く
現
場
見

学
会
を
開
催
し
た
。「
被
災
者
に
実
際

の
現
場
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
回

を
重
ね
る
ご
と
に
、
公
園
は
あ
の
辺
り
、

交
番
は
こ
こ
、
こ
の
区
画
に
わ
が
家
が

建
つ
、
玄
関
は
こ
こ
に
し
よ
う
と
、
夢

を
具
体
的
に
描
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
図
面
だ
け
渡
さ
れ
て
も
解
ら

な
い
で
す
よ
ね
」。
市
民
の
期
待
感
が

約
束
を
全
う
し
よ
う
と
す
る
現
場
の
推

進
力
に
な
っ
た
。

　

斉
藤
所
長
は
最
後
に
自
ら
も
宮
古
市

の
出
身
で
あ
る
こ
と
明
か
し
て
く
れ
た
。

そ
の
故
郷
へ
の
思
い
も
田
老
を
再
興
す

る
大
き
な
動
機
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
そ
う
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
技
術

屋
が
一
日
で
も
早
く
安
全
確
実
な
も
の

を
つ
く
る
こ
と
は
当
た
り
前
の
こ
と
で

す
か
ら
。
た
だ
、
今
回
は
後
世
に
確
か

な
も
の
を
引
き
渡
し
た
い
と
い
う
想
い

は
強
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」
と

斉
藤
所
長
は
笑
み
を
浮
か
べ
た
。

宮古市田老地区
震災復興事業　
たろうまちづくりJV
工事事務所　所長

斉藤 広
Hiroshi　Saito

発
注
者・受
注
者
の
信
頼
関
係
で

さ
ら
に
工
期
を
短
縮

現
場
見
学
会
で
、

将
来
の
生
活
に
希
望
を

森林を伐採し、山を削り、高台に宅地を造成
する。当初、掘削土砂の一部は場外に搬出す
る計画だったが、運搬の手間を省くため手順
を見直して場内の土砂移動で完結させた。

昨年の10月1日から住宅の建築が可能となっ
た三王団地。約25.6haの敷地に約40世帯の
住宅が建設される。敷地内の災害公営住宅に
も今年3月までに71戸が入居する予定だ。

住宅地の高台移転の概念図（防災集団移転促進事業）

宅地は計画高=30mから60mにわたって段々に整備された。駐在所や診療所、
保育施設など公共性の高い施設は、高台と低地の市街地双方からのアクセスに
配慮し、中間部に集中的に整備する。

 

一 

日
も
早
い
完
成
で
、

市
民
の
夢
を
つ
な
ぐ

山
を
切
り
開
き
、

生
活
の
土
台
を
つ
く
る

40m

道路

30m

海

道路
公共施設

住宅地
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読
を
行
っ
た
宮
古
市
立
田
老
第
一
中
学

校
の
生
徒
会
長
は
「
私
た
ち
は
数
え
き

れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
方
々
に
助
け
ら
れ
、

支
え
ら
れ
、
励
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

田
老
の
復
興
の
た
め
に
、
中
学
生
の
私

た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
一
生
懸
命
行
い
、

将
来
を
担
う
私
た
ち
が
安
心
な
ま
ち
に

し
て
い
き
た
い
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述

べ
た
。
三
王
団
地
に
は
、
す
で
に
昨
年

中
に
住
宅
の
建
築
を
始
め
た
市
民
も
い

る
。
敷
地
内
の
災
害
公
営
住
宅
に
は
昨

年
十
一
月
か
ら
入
居
が
始
ま
っ
て
い
る
。

土
地
区
画
整
理
事
業
の
エ
リ
ア
で
も
商

店
や
事
業
者
が
業
務
再
開
に
向
け
一
歩

ず
つ
前
に
進
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
市
民

が
生
活
を
営
み
、
経
済
活
動
が
動
き
始

め
る
。
田
老
は
刻
一
刻
と
そ
の
姿
を
賑

や
か
な
も
の
と
し
て
い
く
に
違
い
な
い
。

　

ま
ち
び
ら
き
の
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
、

自
分
た
ち
が
住
む
場
所
を
見
よ
う
と
、

高
台
に
は
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
た
。

今
年
四
月
に
住
宅
が
完
成
予
定
の
七
〇

代
の
男
性
は
「
震
災
以
後
、
高
台
以
外

に
住
む
と
こ
ろ
は
な
い
と
強
く
感
じ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
こ
こ
に
住
む
若
い
人

た
ち
に
は
、
人
生
こ
れ
か
ら
だ
と
い
う

ま
ち
づ
く
り
に
は
『
地
方
創
生
』
と
い

う
大
き
な
視
点
も
不
可
欠
。
継
続
的
に

地
域
の
繁
栄
を
促
す
こ
と
が
行
政
の
最

終
的
な
目
標
で
す
」
と
決
意
を
新
た
に

し
て
い
た
。

　

こ
の
地
に
ど
の
よ
う
な
ま
ち
が
出
来

上
が
っ
て
く
る
の
か
。
田
老
は
今
後
の

被
災
地
復
興
を
占
う
大
き
な
試
金
石
に

な
る
だ
ろ
う
。
被
災
地
の
ま
ち
づ
く
り

は
い
よ
い
よ
次
の
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
た
。

希
望
を
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
復

興
へ
の
望
み
を
語
っ
た
。

　

ま
た
、
敷
地
を
見
な
が
ら
棟
梁
と
間

取
り
の
相
談
を
し
て
い
た
二
〇
代
の
夫

婦
は
「
こ
れ
か
ら
こ
こ
に
住
む
ん
だ
と

思
う
と
、
本
当
に
嬉
し
い
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
」
と
笑
顔
を
み
せ
た
。

　

市
民
と
と
も
に
歩
を
進
め
た
行
政
の

真
摯
な
取
組
み
、
Ｃ
Ｍ
方
式
と
い
う
新

た
な
手
法
を
駆
使
し
た
整
備
事
業
に
よ

っ
て
田
老
は
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
る
。
そ
の
背
景
に
今
後
の
動
き
も
見

え
て
き
た
。

　

Ｕ
Ｒ
の
佐
分
室
長
は
「
こ
れ
か
ら
は

人
が
戻
り
た
い
と
思
え
る
方
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
福
島
の
原
子
力

災
害
か
ら
の
復
興
事
業
も
今
後
本
格
化

す
る
。
ま
ち
の
魅
力
を
い
か
に
高
め
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
が
課
題
に
な
る
で

し
ょ
う
」
と
今
後
を
展
望
す
る
。

　

さ
ら
に
、
Ｃ
Ｍ
方
式
に
お
い
て
は
、

予
算
の
透
明
性
を
図
る
た
め
に
煩
雑
に

な
り
が
ち
な
原
価
管
理
や
、
技
術
提
案

に
よ
り
縮
減
で
き
た
予
算
を
、
事
業
費
、

施
工
費
の
双
方
に
還
元
す
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
フ
ィ
ー
の
適
正
化
な
ど
、
制
度

と
し
て
の
高
度
化
が
期
待
で
き
る
。
ま

ち
づ
く
り
Ｊ
Ｖ
の
斉
藤
所
長
は
こ
う
語

る
。「
Ｃ
Ｍ
方
式
は
日
本
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
、
建
設
事
業
に
お
い
て
も
大
き
な

可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
今
は
誰
も

が
初
め
て
使
う
制
度
。
Ｃ
Ｍ
方
式
に
は

シ
ス
テ
ム
と
し
て
進
化
す
る
余
地
が
あ

り
ま
す
」。

　

宮
古
市
の
中
村
課
長
は
「
被
災
地
の

　

二
〇
一
五
年
十
一
月
二
二
日
、
太
陽

の
光
が
差
し
込
む
中
、
田
老
地
区
の
ま

ち
び
ら
き
記
念
式
が
田
老
町
漁
業
協
同

組
合
近
く
の
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。

式
典
に
は
市
の
関
係
者
や
住
民
約

三
〇
〇
人
が
集
ま
っ
た
。
山
本
正
德
宮

古
市
長
は
「
あ
の
日
か
ら
一
、七
一
七

日
目
を
迎
え
ま
し
た
。
宮
古
市
は
震
災

か
ら
の
復
興
を
第
一
に
一
日
も
早
い
生

活
再
建
、
住
宅
再
建
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
自
然
と
共
生
す
る
や
す

ら
ぎ
の
ま
ち
、
希
望
溢
れ
る
未
来
に
向

け
て
、
宮
古
市
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を

誇
り
に
思
え
る
ま
ち
を
共
に
つ
く
り
あ

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
田
老
の
再
出

発
を
高
ら
か
に
宣
言
。
来
賓
と
し
て
出

席
し
た
国
土
交
通
省
の
川
瀧
弘
之
東
北

地
方
整
備
局
長
も
「
現
在
、
岩
手
県
内

各
地
で
復
興
へ
の
取
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
こ
田
老
地
区
は
先
頭

集
団
の
中
に
い
ま
す
。
市
や
住
民
の

方
々
、
そ
の
他
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
き
た
お
か
げ
で
す
」
と

言
葉
を
贈
っ
た
。

　

そ
し
て
地
元
を
代
表
し
、
作
文
の
朗

待
望
の

ま
ち
び
ら
き
記
念
式
が
開
催

自
分
の
家
が
建
つ
喜
び

見
え
て
き
た

今
後
の
ア
ク
シ
ョ
ン

上／まちびらき記念式が行われ
た鮭・あわびまつりは、市内外
から訪れた多くの人々で賑わっ
た。
下／今年から住宅建設が始まる
という20代の夫婦。「この高台
でどんな生活ができるのか、楽
しみです」

まちびらき記念式には、復興関係者や住民の方々が多く訪れた。

東北と総合建設業

復旧・復興に関わ
った多くの方々に
感謝の意を述べ、
まちびらき記念式
が始まった。

復興の槌音が
市民の歓声に変わった日
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